
業務成果報告書 

平成28年3月4日 

「SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）・自動走行システム」 

自動走行システムの実現に向けた諸課題とその解決の方向性に関する調査・検討
における自動走行システムにおける国際協調活動の推進に係る調査検討  



 
本報告書は、内閣府の自動走行システムの実現に向け

た諸課題とその解決の方向性に関する調査・検討における
自動走行システムにおける国際協調活動の推進に係る調
査検討委託費による委託業務として、(株)コングレが実施し
た平成２６年度「自動走行システムの実現に向けた諸課題
とその解決の方向性に関する調査・検討における自動走行
システムにおける国際協調活動の推進に係る調査検討」の
成果を取りまとめたものです。 
従って、本報告書の著作権は、内閣府に帰属しており、

本報告書の全部又は一部の無断複製等の行為は、法律で
認められたときを除き、著作権の侵害にあたるので、これら
の利用行為を行うときは、内閣府の承認手続きが必要です。 
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第一部  

自動走行システムの実現に向けた諸課題と 
その解決の方向性に関する調査・検討に関して 
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1.調査目的  

「SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）・自動走行システム」  
 
自動走行システムの実現に向けた諸課題とその解決の方向性に関する調査・検討
において、自動走行システムの開発、導入における国際協調活動に着目し、ＳＩＰにお
いて取り組む研究開発テーマにおける国内外の最新動向を一元的に集約し、ＳＩＰに
おける研究開発の推進、方向性検討等に資することを目的とする。 

具体的調査内容として 
 
 1)走行環境のモデル化 
   地図情報の高度化に関する技術調査 
 
 2)通信による走行環境情報の取得 
   ＩＴＳによる先読み情報生成に関する技術として、歩車間を含む 
   V to Ｘ通信の技術とその応用等に関する調査 
 
 3)人と走行システムの関係 
   ドライバーモデルの生成に関する技術として、自動運転（運転支援） 
   技術の限界と走行シーンごとの運転行動の分析や、人と走行システム 
   の間での運転操作主体の推移と自動運転のレベル定義等を中心に調査 
 
 4)自動運転技術による交通事故の抑止 
   交通事故死者の低減・渋滞低減のための基盤技術や、地域マネジメント 
   の高度化による総合的交通事故対策等の調査 
  
 5)自動走行による都市交通の革新 
   次世代交通システムの開発に資する、諸外国の都市交通の課題やその 
   対応等の調査 
  
 6)情報セキュリティ 
   自動走行システムにおける情報セキュリティ技術を中心に調査する。 
 
以上の6項目としました。 
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2.調査方法  

平成２7年１0月２７日～２９日に東京国際交流館プラザ平成において 
ワークショップおよび試乗体験会を開催し、議論および参加者からの 
アンケート等を取りまとめる。 

１）事前準備 
  （１）平成２７年９月１日よりワークショップのホームページを立ち上げ、 
   会議スケジュール概要の告知と参加登録受付を実施しました。 
 
   （2）内閣府及びＩＴＳ Japanと会議運営等に関して、複数回の 
         打ち合わせを重ね、運営マニュアルと進行台本を準備しました。 

   

ホームページ トップページ ホームページ 参加登録ページ 
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データ1 ホームページデータ 



２）ワークショップ開催に向けた広報活動 

  (1) 2015年10月5日（月）～9日（金）フランス・ボルドーで開催された 
ITS 世界会議2015 の展示会場にて本ワークショップの開催周知、 
およびSIP-adusの取り組み紹介を目的としたポスター展示を行いました。 

○会期： 2015年10月5日（月）～9日（金） 
○場所：フランス Bordeaux Convention Centre  
○展示規模：ジャパンパビリオン内のうち １小間（9㎡） 
○展示内容：ポスター展示 A1サイズ ４枚 
  映像上映 「SIP-adus ワークショップの紹介映像」 
  2nd SIP-adus Workshop  フライヤーの配架  
 

出展ブース写真1 出展ブース写真1 

出展ブース立面図 
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データ2  
ITS 世界会議 ボルドーでの 

展示関係データ 



① ② 

③ ④ 

ポスター展示の内容 （フライヤー 表面は下記①、裏面④の構図を使用し配架） 
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３）メディアミーティングにおける報道関係者へのワークショップ開催の情報提供 

  SIP・自動走行システムのプログラムにて定期開催されるメディアミーティング 
にて本ワークショップ開催に関する資料を提供し、開催に向けた情報発信 
を行いました。 
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データ3 
 メディアミーティング資料 



3.調査・検討結果 

１0月2７日、2８日の全体セッションおよびBreakout Workshopを通じて、前述の６項
目に関して、議論がとり行われました。 
それぞれの主な論点は以下の通りです。 

１）走行環境のモデル化 セッション名：Dynamic Map 

セッション 

○日本：SIP-adusでのDynamic Map(DM)の構想、取り組み状況を報告 

○欧州：iMobility Forum Digital Infrastructure(DI)SWG活動での、自動運転に対
するDIの役割、センサーとしての活用等の取り組み状況を報告 

○米国：USDOT専門家サーベイ結果から、DI, DMの必要性、ポリシーの策定、デー
タの共有、標準化等政府への期待を報告 

Mapベンダーによる取組状況が報告されたが、自動運転でのDynamic Map活用の
有効性に疑問を呈する意見も聞かれ、活発な賛否議論が展開された 

Breakout workshop 

○正確な情報の取得方法、データの統合性、信頼性、セキュリティの課題、 関係
者の責任等と今後の取り組みを議論 
 

２）通信による走行環境情報の取得 セッション名：Connected Vehicles 

セッション 
Connected vehicleに関する最近の取り組み状況を共有 
 
○米国：USDOTから、NYC, タンパ、ワイオミング州で開始するConnected Vehicle Pilot
プログラム、MDOTからミシガン州でのConnected Vehicle開発の進捗状況 
 
○日本：SIP-adus総務省施策の取り組み状況 
 
○欧州：C-ITS Corridor等オランダのConnected Vehicleに関する情報 
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Breakout workshop 
 
○現在の各地の取り組み状況と、2016年に計画されているプロジェクトの状況を共有
し、実用化の拡大に向けた課題を議論 
 
○ライフサイクルの違なる関連業界の連携の難しさ 
 
○各地域の課題の共有 
 
○税金、保険などのインセンティブ活用による導入拡大 
 
○ビジネスモデルの構築 

３）自動走行による都市交通の革新 セッション名：Next Generation Transport 

セッション 
○イタリア：CityMobil2プロジェクトを通じ、大都市圏での共用自動運転車両の有効
性と、ビジネス化の難しさを報告 
 
○シンガポール：2015年末より2か所で開始されるAV Shuttle Service(小型無人
運転バス)の概要、トラック隊列走行、V2Xイニシャティブ等の自動運転関連プロ
ジェクトの概要を報告 
 
○フランス：車の所有から利用への変革、Mobility as a Serviceを実現するための 
 
○自動運転車両の必要性、課題を提起 
 
○米国：DOTで実施しているAccessibilityに関するプロジェクトATTRI(Accessible 
Transport Technology Initiative)の概要を報告 
 
○日本：地方での自動運転への期待、東京オリンピックに向けた取り組み状況を報
告 
 
Breakout workshop 
次世代都市交通としての自動運転技術を活用、モビリティの提供者、運営業者の
役割、ユニバーサルサービスとしての活用等幅広い議論を行った 
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４）人と走行システムの関係 セッション名：Human Factors 

セッション 
○米国：Human Factorsの評価状況とバージニア州のAutomated Corridorの概要、
自動化による利用者の理解、社会的コンセンサスの必要性などの課題を報告 
 
○英国：欧州プロジェクト(FP7等)で実施しているHuman Factors関連プロジェクトの
紹介と自動運転の利用者と、非利用者の受容性評価などの各プロジェクトの特徴を
報告 
 
○日本：自動運転における運転責任の移行における課題、SIP-adusでの取り組み
内容を報告 
専門メーカーから、ドライバーモニタリングなど自動運転実現に必要な技術を紹介 
 
 Breakout workshop 
クルマとドライバー、クルマと他の道路利用者、クルマと社会について課題の明確化、
運転責任を安全に運転者に復帰させるための設計、利用者の利益について議論 
 
 
５）自動運転技術による交通事項の抑止 セッション名：Impact Assessment 

セッション 
 
○米国：DOTで検討しているEvaluationの進め方を報告 
オランダ：今後実施するトラックの隊列走行による効果の期待と、C-ACCの導入によ
る渋滞の削減効果の見通しを報告 
 
○日本：死傷者低減効果を検討するシュミレーション開発計画、自動運転技術の
投入による死者低減効果、CO2の削減効果見積理方法を報告 
 
Breakout workshop 
○自動運転により、安全、CO2排出低減など効果が期待される 
 
○歩行者事故死者の削減は、欧日では重要な課題であり、削減効果の見積は共
通な単位で測定したい 
 
○トラックの隊列走行では、CO2の削減が主要であるが、交通渋滞の削減、安全性
向上の期待もある 
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○効果測定の方法の調和を行いたい 
 
○自動運転への移行期の評価は継続議論が必要 
 

６）情報セキュリティ セッション名：Security 

セッション 
○欧州：専門サプライヤとしての自動車用システムに対する取り組み状況、統合認
証や国際連携の重要性を報告 
 
○日本：NICT(National Institute of Information and Communications 
Technology)、CCDS(Connected Consumer Device Security Council)により、セ
キュリティの課題、専門組織の取り組みを報告 
 
○欧州調査会社によるセキュリティの課題への自動車会社の責任、課題の共有と
国際的連携の重要性を報告 
 
Breakout workshop 
 
○USDOTから提供されたセキュリティの取り組みを含め、セキュリティの認証の進
め方、最小セキュリティ要件の設定、車両のセキュリティに関する責任の所在、技
術的課題、基準、標準の設定、法的課題、倫理や受容性の課題を確認 
 
○今後の連携の強化、最小セキュリティ基準の策定に向け、書面の作成、実行組
織の選定を行う必要等を議論 
 

※議事詳細に関しては、添付資料「議事サマリー」をご参照ください。 
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データ4 議事サマリー 



4.アンケート 

一般参加者とBreakout Workshop参加者を対象としたアンケートを準備・配布し、会
期終了後集計・分析を行いました。 

※アンケートの詳細に関しては、添付資料2「アンケートの集計・分析結果」をご参照ください。 

回答数：268名  回答率：67％（回答対象者398名中） 
内訳：一般参加者１９７名/Breakout Workshop 参加者：７１名 

アンケート実施方法と回答状況 

【参考】 
2014年度 
最終回答 

2015年 ｱﾝｹｰﾄ対象者 回答数 回答率

ＢＷ参加者 112名 71名 63%

一般 286名 197名 69%

合計 398名 268名 67%

2014年 ｱﾝｹｰﾄ対象者 回答数 回答率

ＢＷ参加者 92名 68名 74%

一般 257名 172名 67%

合計 349名 240名 69%

参加者の業種 

16.4% 

41.4% 
7.8% 0.4% 

14.9% 

0.7% 
18.3% 

参加者全体 

全参加者業種内訳 (名） (%)
車両メーカー 44 16.4
自動車部品・電機メーカー 111 41.4
公共機関 21 7.8
学生 1 0.4
調査・研究機関 40 14.9
保険・法律 2 0.7
その他 49 18.3
計 268
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データ5 アンケートの集計・分析結果 



5.ホームページに関して 

※作成したページの全電子データは別途メディアにて提出いたします。 

ワークショップへの参加者の募集、「自動走行」に関する情報発信、また、終了後の講演者資料
集の掲載による情報共有化のため、公式ホームページを立ち上げました。 

トップページ 
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データ1 ホームページデータ 



SIP-adus の紹介ページ 
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事前参加登録に関するページ① 
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事前参加登録に関するページ② 
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プログラム 講演者に関するページ 
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会場案内・アクセスに関するページ 
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参加者向け情報に関するページ 
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第二部  

自動走行システムの実現に向けた諸課題と 
その解決の方向性に関する調査・検討のための国際会議 
に関して 
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1.開催概要 

■主催  内閣府 
      総合科学技術・イノベーション会議 
      戦略的イノベーション創造プログラム 
      自動走行システム推進委員会 
 
■日時  平成27年10月27日（火）～29日（木） 
 
■会場  東京国際交流館 プラザ平成 
  〒135-8630 東京都江東区青海2-2-1  
 国際研究交流大学村内 
 
■参加者  
     総数 420名 
     内訳 講演者・招待者・分科会議論参加者 104名 
   一般参加者 304名   プレス 12名 
 ■スケジュール 

全体セッション: 一般参加者＋招待者  

招待者限定 22 
※10月29日（木）は海外講演者を 
対象に試乗会を実施 

データ6 一般参加者リスト 
データ7 登壇者リスト 



2.セッション紹介 

1) Opening Session 10月27日（火）9:00～10:00 

■ Welcome speech 
  島尻 安伊子 内閣府特命担当大臣(科学技術政策担当)   

■ Keynote speech 
 
North America 
 Ms. Jessica Webster 
 Minister Counselor, Economic and Scientific Affairs,  
 Embassy of the United States of America 
 
Europe 
 Mr. Jonathan Hatwell 
 Minister,  
 Deputy Head of Delegation the Delegation of the European Union to Japan 
 
 Mr. Tom Alkim 
 Senior Advisor C-ITS and Automated Driving Rijkswaterstaat,  
 Ministry of Infrastructure and the Environment, The Netherlands 
Japan 
 久間 和生 内閣府 総合科学技術・イノベーション会議議員  
 葛巻 清吾 プログラムディレクター代理, SIP-adus 
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データ8 講演資料集 

データ9 音声データ 
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2) Session: Dynamic Map  10月27日（火）10:15～11:45 

■ モデレーター 

Dr. Jun Shibata 
SIP-adus, Japan Digital Road Map Association, Japan 

■ 講演者 

Dr. Maxime Flament 
Head of Sector SafeMobility, ERTICO-ITS Europe, Belgium 

Ms. Elizabeth Machek 
Volpe Center, U.S. Department of Transportation, USA 

Mr. Russell Shields 
Chair, Ygomi LLC USA 

Mr. Ryota Shirato 
SIP-adus, Nissan, Japan 

Ms. Mako Matsumoto 
Senior Strategic Program Manager, HERE, USA 

Dr. Hiroshi Koyama 
Mitsubishi Electric Corporation, Japan  

Mr. Harald Kraaij 
Cadastre, Land Registry & Mapping Agency, Netherlands 
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3) Session: Connected Vehicles 10月27日（火）13:00～14:30 

■モデレーター 
 
  Mr. Hideki Hada 
  Toyota Motor Engineering & Manufacturing North America 
  Toyota Technical Center, USA 
 
■ 講演者 
 
  Ms. Elizabeth Machek 
  Volpe Center, U.S. Department of Transportation, USA 
 
  Mr. Matt Smith 
  ITS Program Manager, Michigan Department of Transportation, USA 
 
  Mr. Hideaki Nanba Denso, Japan 
 
  Mr. Joop Veenis Consultant, The Netherlands 
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4) Session: Security  10月27日（火）14:45～16:15 

■モデレーター 
 
Mr. Satoru Taniguchi 
  Toyota Info Technology Center Co., Ltd 
 
■ 講演者 

Dr. Stefan Röemmele 
  Continental Automotive GmbH, Germany 

Dr.  Masashi Eto 
  National Institute of Information and Communication Technology, Japan 

Mr. Kosuke Ito 
  Connected Consumer Device Security Council, Japan 

Mr. Michael E. Parris JP 
  SBD (Secured By Design) Ltd, UK 
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5) Session: Impact Assessment  10月27日（火）16:30～18:00 

■モデレーター 
 
Richard  Bishop 
 Bishop Consulting, USA 
 
■ 講演者 
 
Ms. Elizabeth Machek 
Volpe Center, U.S. Department of Transportation, USA 
 
Mr. Tom Alkim 
Senior Advisor C-ITS and Automated Driving, Rijkswaterstaat,  
Ministry of Infrastructure and the Environment, The Netherlands 
 
Dr. Genya Abe 
Japan Automobile Research Institute, Japan 
 
Dr. Yasushi Nishida 
Institute of Traffic Accident Research and Data Analysis (ITARDA), Japan 
 
Dr. Takashi Oguchi 
Institute of Industrial Science, The University of Tokyo, Japan 
 
Mr. L.J.J. (Leo) Kusters 
TNO, Netherlands 
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6) Session: Human Factors 10月28日（水）9:00～10:30 

■モデレーター 
 
Dr. Satoshi Kitazaki 
National Institute of Advanced Industrial Science and Technology, Japan 
 
■ 講演者 
 
Dr. Myra Blanco 
Virginia Tech Transportation Institute, USA 
 
Mr. Tyron Linton Louw 
Leeds University, UK 
 
Dr. Makoto Itoh 
Faculty of Engineering, Information and Systems,  
University of Tsukuba, Japan 
 
Mr. Eckard Steiger 
Robert Bosch, Germany 
 
Dr. Motoyuki Akamatsu 
National Institute of Advanced Industrial Science and Technology, Japan 
 
Dr. Steven Shladover 
California PATH Program, University of California, Berkeley, USA 
 
Mr. Kiyozumi Unoura Honda, Japan 
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7) Session: Next Generation Transport 10月28日（水）11:00～12:30 

■モデレーター 
Dr. Steven Shladover 
California PATH Program, University of California, Berkeley, USA 
 
■ 講演者 
 
Dr. Adriano Alessandrini 
Centre for Transport and Logistics, the University of Rome La Sapienza, Italy 
 
Dr. Chin Kian Keong 
Group Director for Transportation and Road Operation, Land Transport Authority, Singapore 
 
Mr. Christian Rousseau 
RENAULT SAS, France 
 
Ms. Elizabeth Machek 
Volpe Center, U.S. Department of Transportation, USA 
 
Dr. Takahiro Suzuki 
Tohoku University, Japan 
 
Mr. Nobuo Sato 
Tokyo Metropolitan Government, Japan 
 



1) Dynamic Map  
〔参加者一覧〕 
名前・順不同 
１．Mr. Ryota Shirato, SIP-adus, Nissan, Japan 【リーダー】 
２．Dr. Jun Shibata, Japan Digital Road Map Association, Japan 
３．Dr. Maxime Flament, ERTICO-ITS Europe, Belgium 
４．Mr. Russell Shields, Ygomi LLC, USA 
５．Ms. Yuka Gomi, Ygomi LLC, USA 
６．Ms. Mako Matsumoto, HERE, USA 
７．Mr. Mandali Khalesi, HERE, Japan 
８．Dr. Hiroaki Takada, SIP-adus, Nagoya University, Japan 
９．Mr. Takahiko Hamada, ITS Japan, Japan 
１０．Mr. Yasuhide Kuroda, Mazda Technical Research Center, Japan 
１１．Mr. Eiji Shibata, SIP-adus, Subaru, Japan 
１２．Mr. Keiichiro Yoshida, SIP-adus, METI, Japan 
１３．Dr. Hiroshi Koyama, Mitsubishi Electronics Corporation, Japan 
１４．Mr. Harald Kraaij, Cadastre, Land Registry & Mapping Agency, Netherlands 
１５．Mr. Masao Fukushima, SIP-adus, Nissan, Japan 
１６．Mr. Katsuya Taguchi, Toyota, Japan 
１７．Mr. Kiyohiro Yamauchi, ZENRIN, Japan 
１８．Mr. Kohei Yamamoto, PASCO, Japan 
１９．Mr. Kazuo Seo, Mitsubishi Electronics Corporation, Japan 
２０．Mr. Yasuhide Shibata, Mitsubishi Electronics Corporation, Japan 
２１．Mr. Mr. Hiroki Sakai, Mitsubishi Research Institute, Japan 
２２．Mr. Masayuki Kannan, SIP-adus, Road Bureau, MLIT, Japan 
２３．Mr. Yoshihiro Nakao, SIP-adus, Road Bureau, MLIT, Japan 
２４．Mr. Hiroshi Taniguchi, Japan Institute of Country-ology and Engineering, Japan 
２５．Mr. Hidehiko Anzai, Honda, Japan 
 

2日目（28日）の13:30～17:00にて6つのテーマについて海外招聘者・有識者・業界関係者を中心
に１５～25名の規模で議論を行うBreakout Workshop が開催されました。 

3.Breakout Workshop 紹介 
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2) Connected Vehicles 
〔参加者一覧〕 
名前・順不同 
 
１．Mr. Hideki Hada, Toyota Motor Engineering & Manufacturing North America, USA 【リーダー】 
２．Mr.Matt Smith, Michigan DOT, USA 
３．Mr.Yuji Nakamura, SIP-adus Ministry of International Affairs and Communications, Japan  
４．Mr. Joop Veenis, Consultant, Netherlands 
５．Mr. Hideaki Nanba, DENSO, Japan 
６．Mr. Hideyuki Kanoshima, National Institute for Land and Infrastructure Management, Japan 
７．Mr. Takeshi Ikeda, SIP-adus, Road Bureau, MLIT, Japan 
８．Mr. Yuji Nakajima, SIP-adus, Nissan, Japan 
９．Mr. Yasushi Domae, National Police Agency, Japan 
１０．Mr. Isamu Hayashi, SIP-adus, Mitsubishi Motors, Japan 
１１．Mr. Toru Saito, SIP-adus, Honda, Japan 
１２．Mr. Norifumi Ogawa, SIP-adus, Mazda, Japan 
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3) Security 
〔参加者一覧〕 
名前・順不同 
 
１．Mr. Atsushi Ohba, Japan Automobile Research Institute, Japan 【リーダー】 
２．Dr. Stefan Röemmele, Continental Automotive GmbH, Germany 
３．Dr. Tsukasa Ogino, Connected Consumer Device Security Council, Japan 
４．Mr. Kosuke Ito, Connected Consumer Device Security Council, Japan 
５．Mr. Satoru Taniguchi, Toyota Info Technology Center Co., Ltd 
６．Mr. Michael E. Parris JP, SBD(Security By Design) Ltd, UK 
７．Mr. Katsumi Murakami, Mazda Integrated Control System Development Division, Japan 
８．Mr. Masayuki Satoh, ITS Japan 
９．Mr. Manabu Misawa, Mitsubishi Electronics Corporation, Japan 
１０．Mr. Akinori Sato, NEC, Japan 
１１．Mr. Kikuo Muramatsu, e-SYN, Japan 
１２．Mr. Koji Hirabayashi, TOYOTA, Japan 
１３．Mr. Yuki Sakai, Honda, Japan 
１４．Mr. Koichi Sakagawa, Continental, Japan 
１５．Dr. Lee Woolgar, Delegation of the European Union to Japan 
１６．Mr.Takafumi Kitajou, SIP-adus, Ministry of Inter Affairs and Communications, Japan 
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4) Impact Assessment  
〔参加者一覧〕 
名前・順不同 
 
１．Dr. Nobuyuki Uchida, Japan Automobile Research Institute, Japan  【リーダー】 
２．Dr. Genya Abe, Japan Automobile Research Institute, Japan 
３．Dr. Takashi Oguchi, The University of Tokyo, Japan 
４．Mr. Seigo Kuzumaki, SIP-adus, Toyota, Japan 
５．Dr. Yasushi Nishida, ITARDA, Japan 
６．Mr. Richard Bishop, Bishop Consulting, USA 
７．Dr. Ching-Yao Chan, California Path UC Berkeley, USA 
８．Mr. Tom Alkim, Ministry of Infrastructure and the Environment, The Netherlands 
９．Dr. Masao Nagai, SIP-adus, Japan Automobile Research Institute, Japan 
１０．Mr. Hiroshi Tsuda, Virginia Tech Transportation Institute, USA 
１１．Mr. Hiroyuki Kanemitsu, SIP-adus, Toyota, Japan 
１２．Mr. L.J.J.(Leo) Kusters, TNO, Netherlands 
１３．Mr. Nobuhiro Kato, SIP-adus, National Police Agency, Japan 
１４．Mr. Hiroyuki Asada, SIP-adus, Mitsubishi Motors, Japan 
１５．Mr. Makoto Shiota, ITARTA , Japan 
１６．Dr,Pongsathorn Raksincharoensak, Tokyo University of Agriculture and Technology,Japan  
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5) Human Factors 
〔参加者一覧〕 
名前・順不同 
 
１．Dr. Satoshi Kitazaki,  
National Institute of Advanced Industrial Science and Technology, Japan 【リーダー】 
2．Dr. Makoto Itoh, University of Tsukuba, Japan 
３．Dr. Myra Blanco, Virginia Tech Transportation Institute, USA 
４．Mr. Eckard Steiger, Robert Bosch, Germany 
５．Dr. Motoyuki Akamatsu,  
National Institute of Advanced Industrial Science and Technology, Japan 
６．Mr. Hiroki Mori, SIP-adus, Toyota, Japan 
７．Mr. Kiyozumi Unoura, SIP-adus, Honda, Japan 
８．Mr. Atsushi Hagiwara, SIP-adus, Nissan, Japan 
９．Mr. Mamoru Sekiguchi, SIP-adus, Subaru, Japan 
１０．Mr. Takashi Sugano, Mazda Technical Research Center, Japan 
１１．Dr. Takeyoshi Imai, Hosei University, Japan 
１２．Ms. Lebreton Caroline, Hosei University, Japan 
１３．Mr. Kazuo Shimizu, International journalist, Japan 
１４．Mr. Adam Clay, Journalist, Japan 
１５．Dr. Daisuke Emmanji, Continental Automotive Japan K.K., Japan 
１６．Mr. Tyron Linton Louw, Leeds University, UK 
１７．Dr. Hirofumi Aoki, Nagoya University, Japan 
１８．Dr. Shirou Nakano, JTEKT, Japan 
１９．Dr. Motoki Shino, The University of Tokyo, Japan 
２０．Mr. Akira Ohtani, Japan Automobile Research Institute, Japan 
２１．Mr. Hiroshi Hashimoto, Japan Automobile Research Institute, Japan 
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6) Next Generation Transport  
〔参加者一覧〕 
名前・順不同 
 

１．Dr. Yoshihiro Suda, The University of Tokyo, Japan 
２．Dr. Steven Shladover, University of California, Berkeley, USA 
３．Dr. Adriano Alessandrini, The University of Rome La Sapienza, Italy 
４．Mr. Christian Rousseau, RENAULT SAS, France 
５．Dr. Takahiro Suzuki, Tohoku University, Japan 
６．Mr. Nobuo Sato, Tokyo Metropolitan Government, Japan 
７．Mr. Masayuki Kawamoto, SIP-adus, Toyota, Japan 
８．Mr. Tomoaki Shida, Toyota, Japan 
９．Mr. Hitoshi Watanabe, Yamaha, Japan 
１０．Dr. Kimihiko Nakano, The University of Tokyo, Japan 
１１．Dr. Toshiyuki Sugimachi, The University of Tokyo, Japan 
１２．Mr. Tosihiro Mori, ITS Japan, Japan 
１３．Ms. Elizabeth Machek, Volpe Center, U.S. DOT, USA 
１４．Dr. Chin Kian Keong,  
Transportation and Road Operation Land Transport Authority, Singapore 
１５．Mr. Shigeru Yamaji, SIP-adus, Honda, Japan 
１６．Mr. Jan Hekkaker, LINDHOLMEN SCIENCE PARK, Sweden 
 



6つのテーマに分かれて開催されたBreakout Workshopの取りまとめとして、各Breakout Workshop  
のリーダーによるプレゼンテーションが行われました。 
プレゼンテーション終了後、内閣府（科学技術・イノベーション）松本審議官、SIP・自動走行システ
ム 国際連携WG天野主査 による総括がありました。 

４.Presentation from  each Breakout Workshop 紹介 

1) Dynamic  Map 

Mr. Ryota Shirato 
Nissan Motor Co., Ltd 

2) Connected  Vehicles 

Mr. Hideki Hada 
Toyota Motor Engineering & Manufacturing North America 

3) Human  Factors 

Dr. Satoshi Kitazaki 
National Institute of Advanced Industrial Science and Technology 

4) Impact  Assessment 

Dr. Nobuyuki Uchida 
Japan Automobile Research Institute 

5) Next  generation  Transport 

Dr. Yoshihiro  Suda 
Institute of Industrial Science, The University of Tokyo 

6) Security 

Mr. Atsushi Ohba 
Japan Automobile Research Institute 

白𡈽氏 北﨑氏 波田氏 内田氏 

須田氏 Workshop総括 
天野主査 

大場氏 主催者閉会挨拶 
松本審議官 
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５.Poster Session 

関係省庁によるＳＩＰ-adus（戦略的イノベーション創造プログラム）における取り組みをポスター
セッションとしてホワイエにて展示しました。会議の合間に多数の方が閲覧に訪れ、ポスター展
示内容を写真に撮る海外参加者も見受けられました。 

No. Ministries and Agencies Tittle

Public-Private ITS Initiative/Roadmaps 2015

- Strategies on Automated Driving Systems and the Utilization of Road Transport Data

to Build a Society with the World’s Safest and Smoothest Road Transport -

SIP

The National ProgramforInnovation

SIP-Automated Driving System

Innovation of Automated Drivingfor UniversalServices（SIP-adus）

-Mobility Bringing Everyone a Smile –

SIP-adus

Dynamic Map Structuring Task Force

SIP-adus

Multiple Global NavigationSatellite System

SIP-adus

ART(Advanced Rapid Transit)

7 National Police Agency
R&D Projects related to Japanese National Police Agency toward the realization of the

Automated Driving systems

Ministry of Internal 
Next-Generation Intelligent Transport Systems (ITS) utilizing Information and

Communication Technology (ICT)

Affairs and Communications Theme1 : Vehicle–to-Vehicle / Infrastructure (V2V, V2I ) Communication

Ministry of Internal  Next-Generation Intelligent Transport Systems (ITS) utilizing 

Affairs and Communications Information and Communication Technology (ICT)

Theme2 : Vehicle-to-Pedestrian (V2P) Communication

R&D Projects （METI） toward the realization of the Automated Driving systems

*METI：Ministry of Economy, Trade and Industry

MLIT R&D Task Force “For the Realization of Automated Driving Systems”

（Excluding projects coordinated with MIC and NPA)

8

9

10 Ministry of Economy,Trade and Industry

11
Ministry of Land, Infrastructure, Transport ad

Tourism

4 Cabinet Office

5 Cabinet Office

6 Cabinet Office

1 Cabinet Secretariat

2 Cabinet Office

3 Cabinet Office

データ10 各関係省庁の展示ポスター 
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1)内閣官房 



39 

2)内閣府 
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3)内閣府 
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4)内閣府 
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5)内閣府 
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6)内閣府 
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7)警察庁 
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8)総務省 



46 

9)総務省 
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10)経済産業省 
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11)国土交通省 



一般参加者を対象にしたウェルカムレセプションが１0月2７日に開催され、 
海外参加者のスピーチ等、有意義な情報交換・交流が行われました。 

６. Welcome Reception 

データ11 記録写真 
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Breakout Workshop参加者を対象に、翌日の分科会ごとに分かれ事前の検討会を開催しました。 

７. Pre-meeting for Breakout Workshop  
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2日目 10月28日の Presentation from each Breakout Workshop の終了後、各Breakout Workshop 
ごとにテーブル分けを行い、夕食会を開催しました。 

８. Dinner  
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日時  
 2015年10月29日（木） 
会場  
 会場(1)東京国際交流館 プラザ平成   
 【試乗実施者】トヨタ自動車・富士重工業 
 
 会場(2)船の科学館駐車場（東京都品川区東八潮３−１）   
 【試乗実施者】 三菱自動車工業 
  
 会場(3)東京ビッグサイト  （東京都江東区有明3-11-1）   
 【試乗実施者】 日産自動車・本田技研工業 

海外招聘者と国内の関係省庁幹部を対象に、OEMメーカーの自動走行システムを体験する、 
試乗会が開催されました。・ 

９. 試乗会  

試乗エリア全体MAP 

試乗参加者数   
海外招待スピーカーと、政府関係省庁幹部を対象に実施 
総数 86名 *延べ人数(試乗カウント数）で計上 
内訳： 海外招待者等 47名  関係省庁からの試乗体験者 39名 
 
プログラム  
下記の通りに行われました。 
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松本副大臣 Mr. Alkim Mr. Smith 

2) 試乗会 

1) 試乗会式典   
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3)試乗実施各者の自動走行システム説明 および技術展示内容 
各試乗実施者の自動走行システムに関する説明を展示する「技術展示会」を開催いたしました。 

TOYOTA 
データ12 試乗実施者技術展示ポスター 
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NISSAN 



56 

HONDA 



57 

SUBARU 
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MITSUBISHI 




